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目標クリアの楽しさから
始まった競技人生
— 黒岩さんのご出身地はスケートが盛んな群馬県嬬恋
村ですが、黒岩さんご自身はいつごろ、何をきっかけにして
スケートを始めたのでしょうか？
嬬恋村は今では“スケート王国”と言われていますが、私
が子どものころはまだ特にスケート文化が根強い地域とい
うわけではありませんでした。私が一番最初に触れたのは

“田んぼスケート”でした。寒くなると、稲刈りをしたあとの
田んぼに氷が張るのですが、それを子どもたちできれいな
リンクにするのが楽しみでした。毎日のように「○○くんの
家のリンクで滑ろう」とか「○○ちゃんの家のリンク貸して」
と言って、“田んぼスケート”をするのが、冬恒例の遊びでし
た。ちなみに“田んぼスケート”は、宮崎守※先生が広めたも
のですが、競技スポーツではなく、あくまでも娯楽の一環で
した。“田んぼリンク”のなかには、夜に明かりを灯してナイ
ターで滑ることができるリンクもあって、そこでは子どもから
お年寄りまで、村民みんなが楽しんで滑っていました。それ
が嬬恋村のスケート文化でした。ただ私は、はじめスケート
が嫌いでした。初めて“田んぼスケート”をした時、みんなが
スイスイと上手に滑っているので「こんなの簡単だろう」と
思って、借りたスケート靴を履いて氷が張った田んぼに立っ
たんです。そしたら滑るどころか一歩も前に進むこともでき
ませんでした。それで嫌になってしまい、小学校低学年のこ
ろは体育の授業でスケートとなると、いつもずる休みをして
いました。それでも前述したように嬬恋村の“田んぼスケー
ト”は、決して上手い下手ではなかったので、はじめは滑
るのを躊躇していた私も、だんだんと楽しいと感じるように
なり、小学校中学年のころには友だちと楽しく滑れるように
なっていました。それでも決して得意ではなかったんです。

—スケート以外のスポーツはどうだったのでしょうか？
“田んぼスケート”は寒くなって氷が張らないとできませんの
で、当然冬限定の遊びでした。暖かい時期にはいろいろなス
ポーツをしました。それこそ陸上競技では足が速かったです
し、野球をやっても上手かったんです。ところがスケートだけ
は苦手でした。スポーツのなかで最も不得意だったんです。

— 最も苦手としていたスケートの選手になったのは、どの
ような経緯からだったのですか？
中学校に入学した際、部活はどこに入るか、アンケートがあ
りました。その時に「唯一、スポーツのなかで女子に勝てな
いスケートで勝てるようになりたい」と思って、スケート部に
入ることに決めました。

— 世界で活躍した黒岩さんが男子ではなく、女子よりも
遅かったというのは驚きです。
私の遅さは女子もあきれ返るほどで、練習ではよく同級生
の女子から「彰は遅いんだから、私たちの後ろを滑ってよ。
彰が前から離されると、私たちまで遅れてしまうのだから」
と言われていました。遅いのは事実で言い返すことができ
ませんので「うん、わかった」と言って女子の後ろにつくの
ですが、それでもその女子たちからも離されてしまうほど遅
かったんです。ただ当時から目標を立てて、それに向かっ
て努力することには長けていました。中学1年生の時の目
標は「女子に勝つこと」。そうしたところ、1年間、女子に邪
険に扱われながらも練習を続けた結果、1年生最後の2月
の試合、500mで初めて女子のタイムを上回ることができま
した。それが48秒20でした。次に中学2年生の時に目標と
したのが、学年ごとに分かれてレースが行われる軽井沢
大会の2年生の部で優勝することでした。実際、その大会
ではほかの中学校の選手と同タイムの45秒00で優勝しま
した。中学3年生の時には「群馬県の中学生新記録を樹
立」を目標にしたところ、42秒80で県の記録を更新したん
です。高校でもスケート部に入り、1年生の時の目標は「全
日本選手権に出場するための標準記録を突破する」でし
た。結果的に40秒50を出して全日本選手権に出場する
資格を取得しました。その翌年、高校2年生の時には「イン
ターハイ（全国高等学校総合体育大会）出場」という目標
も達成しました。

—中学生からは順調に記録を伸ばし続けたわけですね。

日本が誇るスプリンターとして世界の舞台で活躍したスピードスケート元日本代表の黒岩彰さん。

大学1年時で日本一、3年時には世界の頂点に立ちました。冬季オリンピックには1984年サラエ

ボ大会（ユーゴスラビア＜現・ボスニアヘルツェゴビナ＞）、1988年カルガリー大会（カナダ）と2

大会連続で出場。カルガリー大会では男子500mで銅メダルを獲得しました。数々の輝かしい実

績の持ち主ですが、子どものころはスケートが苦手だったと言います。どのようにして世界トップ

クラスのアスリートとなったのか、氷が張った“田んぼスケート”から始まったスケート人生につい

て、さらに指導者としてのあるべき姿などについてお話を伺いました。

聞き手／佐野慎輔 　文／斎藤寿子 　写真／フォート・キシモト、黒岩彰 　取材日／2023年1月26日

※宮崎守：嬬恋村出身で、小学校に勤務していた際に田んぼスケートを考案し、子どもたちの指導を行った人物。群馬県スケート連盟副会長、群馬県スケート連盟嬬恋支部長、嬬
恋スケートクラブ会長を歴任
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したので、下半身を徹底的に強化しました。ただ上半身
は細くて、今思うと下半身ばかりが太く、アンバランスな体
をしていました。1年生の時にはそれでも勝つことができま
したが、2年生になるとタイムが伸び悩み始めたんです。
1年生の時に出していたタイムさえも出せなくなっていまし
た。それで前嶋先生にこう相談しました。「自分の感覚と
して、体のバランスが悪いような気がします。確かに脚力
には自信がありますが、滑っている時にその脚力を生か
しきれていない感じがあるんです。それは上半身が弱い
からではないでしょうか。上半身も鍛えれば、下半身の力
をさらに大きなパワーに変えられるような気がします」と。
上半身のなかでも背筋は強かったものの、翻って腹筋は
弱かったので、上下、前後、左右といずれもバランスが取
れていませんでした。そこを改善しなければ、これ以上は
伸びていかないように感じていました。前嶋先生も「それ
も一理あるかもしれないな」とおっしゃって、そこで練習メ
ニューを変えることにしたんです。さらに技術的なスキル
アップも図ろうと考えました。オランダ、ロシア、ノルウェー、
アメリカと当時の強豪選手は、みんな身長が185cm、
190cmといった長身ばかりでした。翻って私はというと、
175cm。脚の長さを考えても、パワーに頼っていては同じ
ひと蹴りでの出力、距離はかないません。では、どうすれ
ば彼らに勝てるのかと考えた時に、テクニックを磨くという
結論に至りました。当時のスピードスケートは、力任せに
氷を砕きながら滑っていました。そこで私は、力任せに砕
くのではなく、少しでもスケート靴を返し内側に切り込むよ
うな滑り方ができれば、遠心力を使ってスピードを出せる
のではないかと考えました。自分の上半身を倒しながら滑
るなかで、遠心力に負けて足が体から離れて外に流れて
しまうとロスが生まれるので、常に足が体の真下にあるよ
うな動きができれば、それが推進力になるのではないかと
考えたんです。だから力任せに氷をガリガリと砕きながら
滑っていた海外の選手とは違い、ストロークで距離を稼ぐ
私の滑りはまるでスローモーションを見ているかのように
ゆったりとした滑らかさがありました。

—さらに記録を伸ばすことができたのは、体のバランス
を整えるトレーニングに変えたことと、新しいスケーティング
技術を身に付けたことの成果だったんですね。
大学3年生の時の世界スプリント選手権では、日本人で初
めて総合優勝に輝きました。

目標を立てて、それを一段一段、階段を上がるようにしてク
リアしていくのが楽しかったんです。そうやって競技を続け
ていたら、いつの間にかスピードスケートの世界から抜け出
せなくなっていました。高校3年生の時にはいくつもの大学
から声をかけていただくような選手になっていました。中学
生の時からずっと練習日誌をつけていましたが、高校3年
生の時に使っていたノートは、それまでとはまったく違う高
価なものでした。それだけスピードスケートに対して高い意
識を持っていて、そのころには将来の目標として明確に世
界を見据えていたように思います。

王道から外れた独自路線の
トレーニングで日本の頂点へ
— 多くの強豪大学から勧誘を受けるなかで、専修大学

（以下、専大）を選ばれたのは何が決め手となったんですか？
私は明治大学（以下、明大）への進学を希望していました
が、高校の監督は「専大に行け」の一点張りでした。めざ
していた明大への道が断たれた瞬間から、それまでずっと
あった目標が失われました。一時は「もうスピードスケートを
辞めようかな」と考えたこともあったんです。そんな時、ある
大学から勧誘を受けたのがバレーボールでした。前述した
ように、私はもともとスケートは苦手でしたが、ほかのスポー
ツは得意でした。バレーボールはサージャントジャンプ（垂直
跳び）では1m10くらい跳べて、相手コートのバックアタックラ
イン付近に角度あるスパイクを打つことができたんです。大
学からバレーボール部への勧誘が来ていることを知り、ス
ピードスケートで明大に行けないのならそれもいいかなと思
いました。でも結局、監督命令で専大以外の選択肢はあり
ませんでした。当時の専大スピードスケート部は弱小で、イ
ンカレ（インターカレッジの略。全日本学生選手権大会）でも
2部でした。正直、私には専大にスピードスケート部があると
いう認識がなかったぐらいなんです。その監督が高校の監
督との関係があったとはいえ私を勧誘にきたことが不思議
でした。とりあえず入学はしましたが、2、3カ月経ったら大学
を辞めて、実家に戻り農家を継ごうと思っていたので、入学
して1カ月は、一度も練習に行きませんでした。5月の連休明
けに、専大スケート部の当時監督を務めていた前嶋孝※先
生とじっくりと話す機会がありました。私は前嶋先生に「今
の僕には目標がありません。この弱いチームで何のために
スピードスケートをやるのかその意味が見出せないので、

僕は実家に帰って農家を継ごうと思っています」と正直な
気持ちを伝えました。すると前嶋先生が「彰、お前は世界を
どう思っている？」と言うので「僕はスケートをやるなら世界
をめざすこと以外、やる意味がないと思っています」と答え
たんです。そしたら前嶋先生が「だったら、オレと一緒に本
気で世界をめざそう」と言われました。私が「それは本当で
すか？僕は中途半端なことはできない人間です。真剣に世
界のトップをめざすということであれば、僕はスケートを続け
ます」と再確認すると、前嶋先生は「本気だ」と言ってくれま
した。それでまたスピードスケートをやろうと決心し、本気で
世界をめざし始めたのはそれからでした。

— 現役時代には全日本のチャンピオンになったことも
ある前嶋先生との二人三脚で世界をめざし始めたの
ですね。
まずは、日本スピードスケート界が世界で勝てない要因を2
人で話し合いました。それまで日本では、スピードスケートで
最先端をいくオランダやノルウェーからトレーニングメニュー
を取り入れて真似をしていたんです。もちろん、それも進歩
にはつながっていたと思います。ただ、それでは永遠にオラ
ンダやノルウェーの後ろについて行くだけで、日本で新しくト
レーニングメニューを導入した時には、すでにオランダやノ
ルウェーではさらに新しいトレーニングをやっているというよ
うな状況でした。つまり同じ線路上を走っていては、いつま
でたっても日本が先頭にいくことはできません。世界に勝と
うとするなら、やはり日本が世界をリードするような独自の路
線をつくっていかなければいけないだろうと思いました。そ
こで前嶋先生と、日本で行われている常識とされてきた練
習を一変させようということになりました。周囲からすれば
突拍子もない練習を、私と前嶋先生は大学1年生のころか
らしていたんです。周囲は「専大は何をやっているんだろ
う？」と関心を寄せはするものの、それはすべて「あんな変
な練習したってダメに決まっている」と否定的な反応でしか
ありませんでした。ところが、1年間練習を積んだ結果、その
年の全日本選抜スピードスケート競技会（以下、全日本選
抜）ですべてのレースで勝ったんです。

— 前嶋先生との練習は、間違っていなかったということ
が証明されたわけですね。
そうです。その時の全日本選抜では500m、1500mの初
戦、2戦目とあわせて4レースで勝ちました。ところが、その

年12月のアジア冬季競技大会の選考会で落選したんで
す。これが当時の日本スケート連盟の実態でした。私は
前嶋先生に「専大のスピードスケート部の存在なんて、こ
んなものです。いくら勝ったって、アジア大会にも選んでも
らえません」と悔しさをぶつけました。すると前嶋先生は、
こう檄を飛ばしてくれました。「彰、そんなことはない。勝ち
続けるんだ。そうすれば、世論が許さないから。世論を味
方にするくらい勝って、勝って、勝ち続けるんだ」と。実際、
その後も私はあらゆるレースで勝ち続け、全日本スプリント
スピードスケート選手権（以下、全日本スプリント）でも総合
優勝しました。それでようやくその年の世界スプリント選手
権（以下、世界スプリント）の日本代表に選んでもらうこと
ができました。

— 前嶋先生と取り組まれた、一風変わった練習メニュー
とはどんなものだったのでしょうか？
最大の違いはどこだったかと言うと「スピードスケートのた
めの練習をした」ということに尽きます。それまでのトレーニ
ングは、例えば「とにかく走れ」とか「とにかくウエイトトレーニ
ングをしろ」といった、滑ることと連動していないものばかり
でした。「スピードスケートを滑るために」とか「氷上でこうい
う動きをするために」というものがまったくなかったんです。
そこで、私は現在も主流であるローラースケート（インライン
スケート）や自転車でのトレーニングを取り入れました。なか
でもローラースケートを導入したのは、日本では私たちが初
めてだったと思います。現在はリンクが屋内ですので、夏場
から氷上を滑ることができますが、当時のリンクは屋外でし
たので、滑ることができた期間は11月から2月と限られてい
ました。そのために春から秋にかけての間、どうしたら意味
のある練習をすることができるだろうか、ということからロー
ラースケートを導入しました。ただ当時のローラースケート
は今のように精度が高くはなく、少しスリップするとすぐに転
倒するので、よく膝に擦り傷をつくっていました。ようやく瘡

かさ

蓋
ぶた

ができたかと思ったらまた転ぶということを繰り返し、年中
擦り傷が絶えない状態でした。

—ローラースケートは、下半身の筋力強化や重心のバラ
ンスなどに効果があるオフシーズンのトレーニングとして有
効とされていますね。
当時の前嶋先生の考えは「スケート競技は下半身が最
も重要で、上半身は特に鍛える必要はない」というもので

※前嶋孝：運動生理学を専門とし、スピードスケートにおけるイメージトレーニング中の生理的反応を研究し、実践に応用。1978年に専大スピードスケート部監督に就任し、多くのオ
リンピック選手を輩出した
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本命レースで惨敗に終わった
初めての冬季オリンピック
—そのころにはオリンピックも視野に入っていたのではな
いでしょうか。
まだ年齢的に物事を安易に考えているところがあり、「世界
一のトレーニングプラン技術を手に入れたのだから、このま
ま同じように続ければ、来年のオリンピックでも勝てる」と信
じて疑いませんでした。実際、翌年4年生の時にも前年と同
じ練習メニューをこなして1984年サラエボ大会に臨みまし
た。結果は、金メダルの本命とされながら男子500mで10位
と惨敗に終わりました。

— 周囲からやマスコミからのプレッシャーも相当あった
のではないでしょうか。
ありました。特にマスコミは、どのオリンピックもそうですが、
開幕直前になるとあおるわけです。なかでも全国紙の取材
攻勢は凄まじく、毎日のようにマスコミ各社が練習場所に来
てはコメントを求めてきました。当時の大学は広報の体制も
今のようにしっかりとあったわけではありませんので、管理し
てくれる人がいませんでした。ひどい時には朝起きたら寮の
なかでテレビカメラがまわっていたこともありました。そして
練習後には必ず「黒岩選手、今日の練習はどうでしたか？」

「オリンピックでのメダルはどうでしょうか？」と同じような質
問を繰り返して、「金メダル」という言葉を言わせるように仕
向けてくるんです。でも、日本スプリントや世界スプリントで優
勝しても、小さな記事にしかならなかったスピードスケートを
どうにか新聞の一面に載るような世界にしたい、ということ
も目標のひとつにしていましたので、取材攻勢は自分が希
望していたことでもありました。それでも記者の質問は正直
ひどいものでした。サラエボ大会の開幕直前に現地で行

われた共同記者会見の時
でも、最初の質問が「身長と
体重を教えてください」だっ
たんです。「この場に及ん
で、その質問？」と思いました
が、「まあ、身長と体重は変
わるから」と思って答えました。そしたら次に「生年月日を教
えてください」と来たんです。調べればすぐにわかることで
すよね。そんなことを1時間以上やったわけです。スピードス
ケートや選手のことを知らない記者が全員とは言いません
が、大半でした。

—マスコミからのプレッシャーに加えて、当時はリンクが
屋外にあり、レース当日は大雪の最悪な天気だったこともさ
らにプレッシャーとなっていたのではないでしょうか。
サラエボ大会のレース時は降雪量が1mにもなるような大
雪で、レース前のトレーニング中もずっと雪が降り続いていま
した。何度も雪かきをしなければ滑れない状態で、雪かき
の合間にトレーニングをするような状況でした。そのために
レースが2時間、4時間、6時間とどんどん遅れていき、時間
が経つにつれて「こんななかではレースはできないな」と緊
張感が緩んでいる自分がいました。それが結果に表れたの
だと思います。オリンピック直後に行われた世界スプリントで
は500mで2位となり、それで大学での競技生活を終えまし
た。卒業と同時に前嶋先生の元を離れて4月から国土計画
で仕事を始めました。でも、その時は友人や、大学時代に
お世話になった人たちと顔を合わせるのも嫌で、家族にも
会いたいと思えず、サラエボ大会から帰国後、一度も実家
に戻りませんでした。というのも、あれだけみんなが応援し
てくれたのに、惨敗して帰ってきたなんて、会わせる顔がな
かったんです。

— 同じ500mで法政大学3年生
の北沢欣浩選手が銀メダルを獲っ
たこともショックだったんじゃないで
すか？
それもあったかもしれません。ただ、
何よりも自分の実力を出し切れな
かったことに対して「何でだったのだ
ろう？」という気持ちが一番にありま
した。それでも天候のことなど言い

訳にするつもりはありませんでした。同じ条件で勝った選手
がいるわけですからね。とにかく「どうしてなのだろう？」とい
うことが頭から離れませんでした。

サラエボと同じ轍を踏まないために
海外武者修行へ
— 大学卒業後、国土計画に入社してからの練習はどの
ようにされていたのですか？
まず会社には「私のことを誰も知らないところで、ひとりで仕
事をさせてください」とお願いしました。最初の配属先では
半年間ほど、東京や箱根のプリンスホテル、苗場のスキー
場、軽井沢のゴルフ場などで仕事をしながら、ひとりでトレー
ニングをしていました。でも9月くらいになって東京に戻って
きた時に前嶋先生の元を訪れて「もう一度、僕と一緒にス
ケートをやってくれませんか」とお願いをしたんです。その
時に前嶋先生は「オリンピックから戻って来て、苦しんでい
る彰の姿を見て、何か手助けができないかなと考えたんだ
よ。でも、言葉が見つからなかった。あの時、僕がいくら何か
を言っても、彰の気持ちが変わらない限り、おそらく解決で
きない問題だろうと。だから声をかけなかった」と胸の内を
伝えてくださったんです。その時に「この半年間は、前嶋先
生の無言の助言をいただいていたんだな」と思いました。ま
た、マスコミ対応についても前嶋先生とじっくり話し合いまし
た。前嶋先生は「マスコミって怖いよな。開幕前はあれだけ
持ち上げておきながら、いざ結果が出ないと辛らつな言葉
を書き連ねるんだから」とおっしゃっていたのですが、私は
こう言いました。「トレーニングメニューも、足を返して遠心
力を利用して推進力を生み出すというスケーティングの技
術も、未だ誰もなしえていない世界一のものであることは間
違いありません。それらが僕の大きな柱となっています。た
だ、その2本の柱を支えるための、もうひとつ柱が必要なの
だと思います。そして、それが精神面ではないかと。ですの
で、自分の心をコントロールできるようにイメージトレーニング
にトライしてみたいと考えています」と。

—当時はまだ日本スポーツ界では、イメージトレーニング
を取り入れている選手はほとんどいなかったと思いますが、
誰か専門家から学んだのでしょうか？
心理学の先生から学びました。それまではよく試合の時には

「肩の力を抜いて」と言われても、「肩の力を抜いた状態と

は？」と疑問を持っていました。そこで1年間、リラクゼーショ
ンについて追究しました。心理学の先生からは、頭のてっ
ぺんや肩に精神を集中させ、そこから力を抜くなどさまざま
な方法を教えていただきました。

— 再び自信を取り戻したのは、いつごろでしたか？
社会人2年目の1986年に軽井沢（長野）で行われた世界ス
プリントの男子500mで優勝し、総合3位となりました。あの
大会が終わった時に「前回と同じようにオリンピック前まで
順風満帆でありながら、本番で落とし穴に落ちる。今回もそ
の第一歩を踏み出しているな」と思いました。その落とし穴
に入る一歩手前で踏みとどまるには、何をすべきかを考え
た時に、海外に行こうと思いました。というのも、悔しくて情
けないという気持ちを味わったサラエボ大会よりも更に苦し
い環境に身を置くなかでスケートと向き合わなければいけ
ないと思ったんです。そこでもっとどん底の気持ちになると
いうのはどういう状況なのだろうかと考えた時に、海外だな
と思いました。英語もろくに話せない、ドイツ語もわからない
自分が海外にひとりで行って、そこでレースで勝つという経
験が今の自分に最も必要なのではないかと思い、10月にド
イツに単身で渡りました。

— 実際にドイツではどのような環境でしたか？
まずドイツに行くまでがすでに大変でした。というのは、日本ス
ケート連盟に「10月からひとりでドイツで生活をして、海外の
ワールドカップを転戦します」という話をしたところ、「今の連盟
には海外での強化という文言はない。それに従わず、連盟に
所属している身で勝手に海外に行くのなら除名される覚悟
でいなさい」と言われたんです。連盟から除名されてしまって
は、日本代表選手にはなれないのでオリンピックの道が閉ざさ
れてしまいます。それでは元も子もありませんので、会社に戻
り、堤義明※会長にそのことを報告しました。そしたら堤さんが
「君のような日本のエースを連盟が除名できるわけがないの
だから、気にせず行ってきなさい」と言ってくれたので、連盟の
許可を得ないままドイツに渡りました。インツェルという街を拠
点としながらワールドカップを転戦した結果、その年（1987年）
の世界スプリントで総合優勝しました。それが再び自信を取り
戻す大きな起点になったように思います。ちなみに帰国したら
日本スケート連盟からは「良ければ、今年もまた海外での合
宿をしてくださいね」と恩着せがましく言われました。内心では

「言われなくても行きます」と思っていました（笑）

※堤義明：昭和後期から平成の時代を代表する経営者。国土計画を中核とした西武鉄道やプリンスホテルなど70社以上からなる西武鉄道グループのトップとして、不動産、ホテ
ル、スポーツ・レジャー施設などの事業を展開。日本スポーツ界の重鎮でもあり、プロ野球・西武ライオンズの球団オーナーや、日本オリンピック委員会初代会長を務めた

多くの報道陣から取材を受ける
（1984年サラエボオリンピック）

1984年サラエボオリンピック、男子500m

500mレース後
（1984年サラエボオリンピック）
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銅メダル以上の
価値に思えた4年間の道のり
— 翌年は、どこを拠点にされたのでしょうか？
その年は、1988年カルガリー大会のシーズンでしたので、そ
こに向けてカルガリーを拠点にしました。またひとりでの海
外生活が始まりましたが、日本でいる時のように友だちとご
飯を食べたりすることもできず、「そんな楽しい時間はもう二
度と戻ってこないのかもしれない」と思い詰めることもありま
した。練習の合間に昼寝をしていて、友だちと遊ぶ夢を見
たこともありました。そんな時、ふっと目覚めてひとりだという
ことがわかった瞬間の寂しさといったらありませんでした。
ワールドカップの現地でほかの日本選手と一緒になるので
すが、終われば日本に帰国するみんなと分かれて、自分ひと
りだけほかの便に乗る時も孤独感がありました。今思うと、
とても貴重な時間だったなと思うのですが、当時は寂しくて
仕方なかったです。まさに武者修行でした。

—そうしたなかで迎えた2度目の冬季オリンピック、1988
年カルガリー大会では男子500mで銅メダルを獲得しまし
た。「オリンピックの借りはオリンピックで返すしかない」とよく
言われますが、ようやくサラエボ大会の借りを返せたわけで
すね。
レースの2週間前には選手村に入村しましたが、徐々に日
本のマスコミも現地入りしてきて報道合戦が始まっていまし
た。ただサラエボ大会の時と同じ轍は踏みたくはありません
でしたので、共同記者会見の日程は私のほうで決めさせて
もらいました。レースの1週間前、3日前、前日と3回設けるか
わりに、1回の質疑応答の時間は10分といった具合に指定
しました。それだけ短い時間しかないとなると、記者たちも
勉強してどういう質問をしたら効率的なインタビューができ

るかを考えなければならない
と思ったんです。ただ、やはり
最後には必ず「金メダルにつ
いて」の質問が来ました。で
も、私はいつもこう答えていま
した。「レースまで残された時
間にやるべきことがあります
ので、それに集中します」と。

—ひとりだけの武者修行を経て、カルガリー大会での
黒岩さんは、4年前のサラエボ大会とは違う境地にいらっ
しゃったのではないでしょうか。
そう思います。だからこそ、たとえレースで負けてメダルを獲
れなかったとしても、「ここまでやってきたんだから、それで
負けたら仕方ない」と納得できたように思います。それだけ
の時間を4年間過ごしてきたんだと思っていました。

—レースは、金メダルに輝いたウーベ・イェンス・マイ（東
ドイツ）と同走でした。
奇しくも4年前と同じ4組のアウトコースでした。私はサラエ
ボ大会で負けて以来、国内大会でも「4組のアウトコース」と
なると「何か起きるんじゃないか」と心の引っかかりが取れ
ずにいました。そのため、イメージトレーニングの時には常
に「500m4組アウトコース」でのレースをイメージしていまし
た。カルガリー大会レース前日に組み合わせ抽選会があっ
たのですが、すでに終わっているだろうという時間になって
も何の連絡もなかったんです。それで自分から前嶋先生の
ところに行って「明日の組は決まりましたか？」と聞いたら、と
うとう伝える時がきたなというような顔をされて「まだ伝えて
なかったのだけれど、4組のアウトだったよ」とおっしゃたんで
す。正直、そう言われた瞬間は動揺しました。でも、すぐに気
持ちを切り替えました。「この時のために、オレは4年間ずっ
と“4組アウト”でイメージトレーニングしてきたんだから、逆に
想定通りの最高の組かもしれない」と思ったんです。前嶋
先生にも「明日の4組アウトのレース、僕はしっかりと滑り切り
ますから」と宣言をして部屋に戻りました。500mはたしか現
地時間の夕方5時15分スタートだったと思いますが、その時
間にあわせて当日はウォーミングアップをしたわけですが、お
昼の12時に一度リンクで氷上アップをしました。その際、体
重を測ったら起床時には77.0kgだったのが、76.5kgになっ
ていました。その後、レース前の最後の食事としてお昼2

時ごろにご飯を食べたのですが、その前に測ったら76.0kg
とベスト体重でした。4年前のサラエボ大会の時は、大雪
でレースが遅れていくたびにほっとした気持ちになって、最
後には「このままレースが中止になればいいのに」と思って
いましたが、カルガリー大会では「今すぐにでも滑りたい」と
レースに対して前向きな気持ちになっていました。

—レースを振り返ってみて、いかがでしたか？
あの時スターターがドイツ・インツェル出身のベックという人
でした。私はカルガリー大会の直前、1月の頭くらいにイン
ツェルで行われた大会に出場していたのですが、500m、
1000mとあわせて4レース滑って、スターターのベックにい
ずれもフライングを取られたんです。「Go to the start」で
スタートラインについて「Ready」で腰を下ろして構えるの
ですが、私は「Ready」と言われてから1.5～2秒で腰を下
ろすのに、隣のソ連（現・ロシア）選手は2秒も3秒もかけて
構えるんです。それで私は我慢できなくて一歩踏み込ん
でしまってフライングを取られました。しかも4レース連続で
同走がソ連の選手で、すべて同じようにしてフライングを取
られたんです。それで最後の1000mのレース後、すでに
次の組がスタートライン付近で待機していましたが、構わ
ず私はスターターのベックに詰め寄り「あなたのコールが
あった時、相手の選手は止まっていなかったが俺は2秒も
3秒も止まっているんだぞ！オレのスタートが悪いのか？」と
訴えました。周囲はみんな驚いて海外のコーチからはあ
わてて「彰、やめろ」と制止されましたが、私は怒りがおさま
らなくて気持ちを落ち着かせようと荷物も持たずにホテル
引き上げたんです。そしたらISU（国際スケート連盟）の副
会長が荷物を持ってホテルに来てくれ、「彰のスタートに問
題はまったくない。あれは『Go to the start』の合図をか
けたにもかかわらず腰を下ろさない相手がフライングだか
ら」と言ってくれました。そんな
ことがあった1カ月後のカルガ
リー大会で、またもスターターが
同じベックだったんです。しか
も同走のウーベ・イェンス・マ
イもスタートの構えをするのが
遅い選手でした。それでやはり

「Ready」という合図がかかっ
ても相手がゆっくりと下ろす間
に、私が一歩出てしまったんで

す。その瞬間にホイッスルが
鳴り、最初は私のアウトコース
のフライングの意味の赤旗を
揚げられたのですが、ベック
が「No,no」と言って、「Inner 
Lane.」と。つまり、インコース
の選手のフライングだと訂正してくれたんです。それで気
持ちを楽にして次のスタートを切ることができました。そして
スタートラインについた時には「やるべきことはすべてやって
きた。そんな自分を上回る選手がいたら、心から祝福した
い」という気持ちでいましたので、良い意味でゆとりがありま
した。結果は銅メダルでしたが、電光掲示板を見たら同走
のウーベ・イェンス・マイが世界新記録を出していたので、
ゴールしてすぐに彼のところに行って「おめでとう！世界新
記録なんてすごいじゃないか！」と声をかけたら、彼も嬉しそ
うに「彰、ありがとう！」と。そんなふうに自然に相手を祝福す
ることができました。

— 念願のメダルを獲得したレースを終えて、その日はど
んな夜を過ごしましたか？
カルガリー大会でのレースの夜、みんなに「銅メダルのお祝
いに行こう」と食事に誘われたのですが、私は「メダルを獲
れたからと言ってお祝いしたいという気持ちではなく、今夜
はひとりで、世界を本気でめざしてきたこれまでの8年間を
じっくりと振り返りたい」と言って、ひとりで部屋に残りました。
するとゼレゾフスキー（ベラルーシ）が部屋に入って来て、自
分は6位とメダルを逃したにもかかわらず、「彰、良かったな。
メダルの写真撮らせてくれよ」と言ってくれました。さらにそ
の後にはサラエボ大会金メダリストのセルゲイ・フォキチェフ

（ソ連）も、4位とメダルを逃していましたが「彰、良かったな。
おめでとう」と言いに来てくれました。当時は彼らを含めて8

人ほどが金メダルの有力候補と
してしのぎを削り合っていました
が、どの選手もみんな4年間絶
え間ない努力をして、なおかつ
他人のことも認めてあげられる
人間性を兼ね備えたアスリート
ばかりでした。だから彼らとは“ラ
イバル”というよりも“仲間”だな
と。もちろん銅メダルを獲れたこ
とは形として残すことができた

1988年カルガリーオリンピック、
男子 500mスタート（左が本人、
右が西ドイツのマイ）

1988年カルガリーオリンピック男子500m

500mのレース後、マイと健闘を讃え合う
（1988年カルガリーオリンピック）

1988年カルガリーオリンピック男子
500m で銅メダルを獲得した

本人（左）と伊藤みどり
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のは良かったなと思いましたが、それよりもサラエボ大会か
らカルガリー大会までの4年間という時間こそが自分にとっ
てメダル以上の価値がある財産のように感じました。

問われる指導者としてのあり方と
スポーツ界の危機管理
— 1988年カルガリー大会後に現役を引退されました。ま
だやれると思いましたが、決断の理由は、何だったんですか？
正直、カルガリー大会が終わったあと「この先も日本代表と
して海外に行くことはできるだろう」と思っていました。ただ
「オリンピックで金メダル」という部分では厳しいなと。それ
なのに目標を下げてまで選手を続けたいとは思いませんで
した。それで「これから自分がやるべきことは何だろうか」と
考えて、前嶋先生に相談したところ「監督をやってみたらど
うだ」と言われました。

— 実際に指導者の道を歩み始めるわけですが、指導す
るにあたって、それまで二人三脚でやってこられた前嶋先
生がお手本だったわけですね。
そうですね。私は指導をするにあたっては、まず自分はスケー
トするのを辞めようと思いました。指導者の私が選手と一緒
に滑って感覚的に教えるのではなく、何のためのトレーニン
グなのかという細かい説明も含めて、言葉でしっかりと伝えら
れるような指導者になろうと思いました。また、当時からスポー
ツ界では指導者からの暴力行為がありましたが、私は絶対
に暴力・暴言のない指導者になろうと。未だにいますが、例
えば選手に「これは何のためのトレーニングですか？」と聞か
れても、説明できないものだから「いいからとりあえずやりなさ
い」と言う指導者が非常に多くいました。私はそういうふうに
無理やりにさせるのではなく、きちんと言葉で説明をして、選
手が理解をしたうえでのトレーニングではないと身にならない
ということは、自分の実体験からもわかっていました。

— 指導者からの暴力・暴言は、未だに根強く残っていま
す。指導者とはどうあるべきだと思われますか？
私は現在、日本スケート連盟のインティグリティ（経営者や管
理職に求められる資質で、「誠実」や「高潔」を意味する）を
担当しているのですが、その底辺にはコンプライアンス（法
令順守）が絶対的にあります。ルールというものは厳守です。
つまり、暴力などは言語道断です。

— 少子化が進み、エンターテインメントがあふれている
時代においては、子どもたちにスポーツの魅力を感じてもら
うことが日本スポーツ界全体において非常に重要な課題
です。ところが、指導者の暴力でスポーツから離れてしまう
子どもたちがたくさんいます。旧態依然のままの日本スポー
ツ界の解決策はどこにあると思われますか？
選手の育成・強化の前に、まずは指導者の教育を徹底し
なければいけないと思います。そして「これでいいだろう」
という独断での指導をまかり通らせないためにもライセンス
制が必要です。インティグリティの分野で活躍されている専
門家の先生のなかで私がいいなと思っている方は「とにか
くルールは守ってください。そしてSNSの“親指くん”、最後
の最後に投稿文の送信ボタンを押す指には気を付けてく
ださい」というリスク管理について口を酸っぱくおっしゃるん
です。ところが、最近になってその先生が「スポーツの魅力
とは」「スポーツの持つ力」というようなことを言うようになっ
てしまいました。それを聞いて私は「国民に対してまるでス
ポーツの押し売りだな」と。それで先生に直接お電話をし
て「私は危機管理についておっしゃってくださる方だと思っ
たからこそお願いをしているのですから、ぜひこれまで通り
危機管理を前面的に押し出した講義をしてください」とはっ
きりと申し伝えました。すると先生からは「黒岩さんはいつも
危機管理のことをおっしゃって、ネガティブですね」と言われ
たので、こう答えました。「当然ネガティブです。なぜなら最
悪な事態を考えておかなければ、起きてしまってからではス
ポーツ界というのはおしまいなんです。ですから、必ず危機
管理をメインにしてください」と。

—これまでの日本スポーツ界は危機管理ができていな
かったからこそ、東京2020大会では汚職事件が発覚し、
さらには2030年の開催をめざす札幌オリンピック・パラリン
ピックにまで影響を及ぼしています。
まさに東京2020大会で明るみになったブラックな部分をしっ
かりと排除しなければ、「スポーツの価値」や「オリンピック・
パラリンピックの魅力」は伝えられないと思います。札幌に対
しても「どうせまた誰かが裏で不正を働いているんでしょ？」
と、思っている人のほうが多いのではないでしょうか。です
ので、私は札幌の招致活動を一度ストップさせたことは正し
かったと思っています。東京2020大会の問題が解決しない
まま札幌招致を唱えても、国民は逆にもっとオリンピック・パラ
リンピックから気持ちが離れていったと思います。

ソチ大会での惨敗を胸に刻み、
導入したナショナルチーム制
— 1998年長野大会ではスピードスケートのコーチとし
て日本選手団に帯同し、日本選手の活躍に寄与されまし
た。その後は、スケート界から離れてコクド（2006年にグ
ループ再編でプリンスホテルに吸収合併されて解散）に戻
られました。
選手時代と同じように、指導者もいつまでも惰性で続けるつ
もりはありませんでした。指導者になって長野大会でちょう
ど10年が経っていて、「やるべきことはやった」という気持
ちになっていたので、スピードスケートから一度離れて、社
員としてコクドに戻りました。当時会長だった堤さんから「こ
れから何をしたいのか？」と聞かれ、私は「広報の仕事がし
たいです」と答えました。すると堤さんから松坂大輔※選手
の専属広報に任命されました。言えないことが多いのです
が、とにかく大変でした。常に携帯を2台持っていて、寝る時
にもパジャマのポケットに入れていました。夜中だろうと朝方
だろうと、おかまいなく電話がかかってきたので、24時間電
話に出られるようにしておかなければいけなかったんです。
いろいろな意味で鍛えていただきました。

—その後、西武ライオンズの球団代表や新高輪プリン
スホテル営業支配人を歴任した後、2008年に富士急行ス
ケート部の監督に就任し、スケート界に復帰されました。冬
季オリンピックにおいても、2014年ソチ大会、（ロシア）、2018
年平昌大会（韓国）、2022年北京大会（中国）と、日本代表
の活動に携わってこられました。

2014年ソチ大会にはコー
チとして帯同したのです
が、スピードスケートは男
女いずれもメダルゼロと惨
敗に終わりました。その時
の気持ちを忘れないように
と、今日も着てきたのです

が、インタビューなどオリンピック関連の仕事の時には必ず
ソチ大会で日本選手団が着用したオフィシャルウェアを着
るようにしています。ソチ大会後、日本スピードスケート界で
はより一層の強化を図るためにナショナルチーム制を敷きま
した。私も2015年からナショナルチームに携わるようになり
ました。これまでと同じ国内だけでの強化ではオリンピック

でメダルを獲ることは難し
いということで、ソチ大会
で男子は500m、5000m、
10000m、女子1500mと4
種目で表彰台を独占する
など圧倒的な強さを誇る
オランダの指導法を導入
しようと考え、まずはオラ
ンダからのコーチ招聘に
動きました。なぜオランダ
がこれほどまでに強いの
か、そこを徹底的に洗い
出したいと思ったんです。
私自身は選手の間を取り持つなど、招聘したコーチが指導
しやすい環境をつくるコーディネーターという立場で、2022
年北京大会までの8年間を過ごしてきました。

—日本スポーツ界全体を見ますと、黒岩さんのように改
革を推進していく力を持っている方は各競技団体に1人2
人はいるように思いますが、いずれにしても個の力に頼らざ
るを得ず、その人だけに大きな負担がかかっている状態が
未だに続いているように感じられます。だからこそ、日本ス
ケート連盟がナショナルチームという制度をつくり、結果を出
したというのは、非常に大きな成果として、他競技のお手本
になるように思います。
ナショナルチーム制でやってきた8年間というのは、とても有
意義なことだったと思います。何より良かったのは、オラン
ダ人のコーチや強化部長など、チームに関わったスタッフ
陣がスピードスケートしか知らない人間ではなかったことで
す。世のなかでもまれてきた人間の集まりだったからこそ、
全体のバランスが取れて良かったと思います。これが、ス
ピードスケートだけに携わってきたような人たちが、その延
長で強化の部分に入ってきてしまうと、どこかでひずみが出
てきていたと思います。

— 最後に、次世代に伝えたいこととは何でしょうか？
前述した通り、私の青春時代は失敗の連続でした。日本の
将来を担う子どもたちにぜひ言いたいのは、若いうちに経
験する失敗、挫折などは、のちに必ず大きな財産になるとい
うことです。ですから何ごとにも失敗を恐れずに挑戦しても
らいたいと思います。

※松坂大輔：“平成の怪物”の異名をとった大エース。高校3年生時にはエースとして甲子園春夏連覇を果たし、1999年ドラフト1位で西武ライオンズに入団。1年目から16勝を挙
げて最多勝、新人王を獲得し、8年間の在籍で2ケタ勝利を7度達成した。2006年オフにメジャーリーグのレッドソックスに移籍。13年にメッツに移籍した後、17年に
は日本球界に復帰。ソフトバンク、中日、西武でプレーし、2021年限りで引退。現在は解説者、評論家として活動している

1998年長野オリンピックでは
スピードスケートのコーチを務める

2014年ソチオリンピック。中央が本人。
右は橋本聖子日本選手団団長

2022年北京オリンピック
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1998年長野オリンピックでは
スピードスケートのコーチを務める

2014年ソチオリンピック。中央が本人。
右は橋本聖子日本選手団団長

2022年北京オリンピック

1988年カルガリーオリンピック、
男子500mスタート（左が本人、右が西ドイツのマイ）

1988年カルガリーオリンピック男子500m

500mのレース後、マイと健闘を讃え合う（1998年カルガリーオリンピック）

1988年カルガリーオリンピック男子
500m で銅メダルを獲得した

本人（左）と伊藤みどり

多くの報道陣から取材を受ける（1984年サラエボオリンピック）

1984年サラエボオリンピック、男子500m

500mレース後（1984年サラエボオリンピック）

黒岩彰氏1988年カルガリーオリンピック


